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市街地内において，渋滞緩和や交通需要マネジメントを行うためには，各時間帯の交通需要(OD交通量)
を把握する必要がある．時々刻々と変化する交通需要を正確に把握するためにはナンバープレート調査な
どが必要となり，多大な費用と労力を要する．しかしながら，費用・労力に反し，調査結果は特定のデー
タであり，普遍性を有するものではない．このため，これまでに時間帯OD交通量の推定手法が多く研究
されてきている． 
本研究は，既存のOD交通量推計手法により時間帯OD交通量を推定し，近年，様々な検討に利用されて
いる交通ミクロシミュレーションを用いて，リンク交通量・旅行時間・渋滞長の視点から現況の交通状況
と推計結果の対比を行い，時間帯OD交通量の推定手法の検証を行うものである． 
 

     Key Words : time zone OD traffic volume estimation, traffic micro simulation, travel behavior obser-
vation,trave behavior analysis  

 
 

1. 研究の背景 
 
(1) 研究の背景 
道路計画においては，物流や移動を主眼とした道路交
通網としての量的道路計画と，生活環境の安全性確保，
快適性・利便性の向上を主眼とした質的道路計画がある
と考えられる． 
量的道路計画は，高度成長期より順次進められてきて
おり，量的にはかなり整備が進んできている．量的道路
計画では，巨視的に地域全体をとらえ，道路網のあるべ
き姿を検討するものである．このため，代表的な１日の
交通需要にもとづき道路計画が用いられている．一般に
交通需要は，全国道路街路交通情勢調査（道路交通セン
サス：以降｢センサス｣と称す）結果や総合交通体系調査
(パーソントリップ調査：以降｢PT｣と称す)結果によるOD
交通量(以降｢OD｣と称す)を用いる場合が多い． 
また近年では，「人間重視の道路創造」が謳われてお
り，人を中心とした安全性，利便性，および快適性が求
められ，質的道路計画が求められている． 
質的道路計画としては，渋滞の解消による時間信頼

性・利便性の確保や，生活道路への通過車両排除による
安全性・快適性の確保および道路空間機能の充実などが
挙げられる． 
質的道路計画では，比較的狭範囲での計画となるため，
微視的な交通状況の把握が課題となり，道路利用者動向
を的確に捉える必要がある．たとえば，渋滞対策や生活
道路空間の改善およびイベントなどによる道路規制など
の検討において，以下の問題があると考えられる． 

a)センサスODは約5年間隔，PTODは不定期に計測され
るため，経年変化に対応できていない 

b)ゾーン分割が比較的大きいため，交通量の発集地点
と発集量を正確に把握することができない． 

c)代表的な日の交通量であるため，特異な状況下や特
定日の交通需要は不明である． 

d)日交通量を表すものであるため，朝夕ピークなど特
定の時間帯における交通需要が不明である． 
既存OD(センサスOD，PTOD)は，比較的大きな範囲を
対象としているため，微視的な検討には不向きであり，
利用者動向をリアルに反映するODの推計が必要となる． 
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2. 研究の目的 
 
 都市内の渋滞対策を計画する場合は，日交通量による
ODでは，朝夕ピーク時における交通動向が反映されな
いため，時々刻々と変化する短時間のOD（時間帯OD）
を把握する必要がある． 
 このような要望に応えて，これまで多くの時間帯OD
を算出する手法が提案されている． 
本研究の目的は，これまでに研究された多様な時間帯

OD推計手法について，その理論の整理を行うとともに，
交通ミクロシミュレーションを用いて，推定された時間
帯ODの検証を行うものである． 

 
 

3. 既存研究の整理 
 

(1) 既存のOD推計研究の整理 
ODの推定は，これまで種々の研究が行われてきてい
おり，既存ODを利用するモデル(タイプA)や，観測交通
量からODを与えるモデル(タイプB)がある． 
タイプAのモデルは，既存ODを観測交通量の値によ
り修正するものであり，定式化方法(目的関数及び制約
条件の組合せ)により分類される．自動車1台1台を区別
して微視的にとらえ，各道路区間での計算交通量が観測
交通量に一致するとしてODの出現が最大となるOD分布
を求めるエントロピー最大化法1)2)があり，この改良型と
して，推計OD交通量の総和を未知数として定式化を行
う改良Willumsen法3)がある． 
また，既存のODを道路区間で実測値により修正する
残差平方和最小化モデル4)5)がある．飯田6)は，リンクフ
ローの計算値と観測値の残差平方和が最小となるモデル
の定式化によりODを推計する方法を提案した．その後，
Dial法7)を導入し，経路選択問題を内生化したモデル8)や
一重制約型重力モデルで定式化したモデル9)へと改良さ
れている．近年では，残差平方和最小化モデルを応用し
た既存ODの時点修正法10)やセンサスODのBゾーンへ適
用した逆推計モデル11)がある． 
一方，タイプBには，交通量観測値から重力モデル式
のパラメータを推定する手法や交差点分岐率を用いた吸
収マルコフ連鎖によるOD推計手法がある． 
重力モデル式のパラメータを推定する手法としては，

D.E.Low12)がゾーン間交通量を，人口による重力モデル
式の線形回帰により解くモデルを作成し，T.Jensen and 
S.K.Nielsen13)は，重力モデルのパラメータをA11-or-
Nothing法による計算交通量と観測交通量の残差平方和が
最小となるように決定する手法を提案した．更に，この
モデルをJ.Holm et. al14)が改良し，最尤法を用いて重力モ
デルのパラメータを推定する方法に発展させた．その後，

ODの同時生起確率密度が最大となるODペアを推定する
モデル15)が提案された．  
また，交差点分岐率による吸収マルコフ連鎖による

OD推計手法は，佐佐木16)が，経路選択は交差点の分岐
率に従うと仮定し，吸収マルコフ連鎖を用いたことに始
まる．米谷･前島ら17)は，交通量の時間的な変化を求め，
単純な交通渋滞現象への適用について考察した．米谷･
佐佐木･西藤ら18)は，比較的短距離交通により構成され
る交通を対象として，分岐率によるマルコフ連鎖の妥当
性と，ODの推定を検討している．大矢19)は，交通規制
を実施した場合の道路区間交通量の算定において，吸収
マルコフ連鎖によるOD推計法の有用性を示している．
西井･古屋･坂井ら20)は，時間帯別ODを推定し，幹線道
路の時間帯別断面交通量分布の算出方法を提案している．
高山･杉山ら21)-23)は，都市内の限定した対象地域を設定
し，遺伝的アルゴリズム(GA)により交通を発生させ，吸
収マルコフ連鎖による経路選択を与え，ODを求める推
計法を提案している．さらには，サイクル回路を回避す
る推計手法24)や，経路選択にLOGITモデルを採用した推
計法25)が提案されているほか，吸収マルコフ連鎖法の精
度の研究26)が行われている． 

 
(2) 交通ミクロシミュレーションの研究の整理 
交通問題へのシミュレーション技法が米国で論じられ
始めたのは，1950年頃である．当時，交通シミュレーシ
ョンの実行方法についての多くの研究がなされ，1960年
頃までには，交通ミクロシミュレーションの可能性と有
用性が一般に認められ，大規模なシミュレーションプロ
グラムの開発と実証に努力が払われた．その後，非常に
多くの交通ミクロシミュレーションが開発・実行されて
きた27)． 
前沢ら28)は，ゴールデンウィーク期間の那須高原にお
ける那須IC～大型観光施設間の交通量調査データをもと
に，交通ミクロシミュレーションを用いて渋滞箇所およ
び発生要因の特定を行った．この結果，渋滞の発生箇所
は近接する変形交差点部であり，沿道の出入り交通が本
線交通に影響していることをが判明した． 
羽藤ら29)は，移動体通信システムや人工衛星などによ
って常時更新可能なデータベースを完備した地域防災の
ための都市空間情報システムにおいて，災害発生時に起
きる車線閉塞とその影響を評価するケーススタディを行
っている．この結果，交通ミクロシミュレーションは災
害情報システムへの適用性が高いことを挙げている． 
花房ら30)は，浜松市の中心市街地における歩行者動線
を確保した交通施策に対する周辺交通へのインパクト評
価として，交通ミクロシミュレーションにより自動車交
通の円滑性確保と，歩行者のサービスレベルの確保の均
衡点の検討を行っている． 
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高島ら31)は，交通ミクロシミュレーションを交通安全
評価への適用拡張を検討した．検討の結果，交差点の横
断歩道の立体化，右折車線設置効果などについて合理的
な結果が交通ミクロシミュレーションにより再現できる
こと，および交通ミクロシミュレーションの適用限界が
整理できたこと，さらに交通ミクロシミュレーションの
結果に，高島の既存研究で示す「走行速度と車間距離の
関係による交差点の安全性評価」を適用することにより，
交通安全に関する事前評価が可能となることを挙げてい
る． 
飯田ら32)は，交通ミクロシミュレーションにおいて交
通状況をそのまま提示することは，モデルの透明性を高
めることを意味し，この特徴を最大限に活用し，参加型
交通計画ツールとして適用することを検討している． 
勝浦ら33)は，交通シミュレーションを用いた立体交差
施工場所の車両走行状態をシミュレートし，社会的損失
の算出を行った．この結果，施工期間の短縮は，社会的
損失を改善する割合が高いこと，および施工期間中に車
線数を多く，かつ右折帯を長く確保できる工法は，社会
的損失額を低下させられることを定量的に算出している． 

 
 

4. 使用するデータ 
 
研究に用いるデータは，石川県金沢市尾張町地区にお
けるヘリコプターによる空撮ビデオ調査データである． 
金沢市尾張町地区における空撮ビデオ調査は，平日の朝
ピーク時において，市街地内を通行する自動車の経路選
択行動を上空でホバリングしたヘリコプターからビデオ
撮影し，解析したものである．金沢市尾張町地区におけ
る空撮ビデオ調査範囲を図-1に示す．また，調査対象箇
所のモデル図を図-2に示す． 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
図-1 金沢市尾張町地区における調査対象エリア 
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図-2 調査対象箇所のモデル図 
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(1) 調査の概要 
当該調査の概要は，表-1に示す通りである． 

 
(2) 観測データの整理 
撮影されたビデオより，車両が発生(流入)した時点で
当該車両を追跡し，車種(小型・大型)，発地点と発時
刻・通過地点および着地点と着時刻を記録する．なお，
録画時間が1時間であるため，発地点で車両が確認され
たが，着地点への到達以前に録画が終了している場合は，
集計から控除した． 
 
 
5. 研究の方法 
 
研究の流れは，以下に示すとおりとする． 

(1)既存のセンサスOD(H17観測)およびPTOD(H19観測)か
ら時間帯OD交通量を推定する． 

(2)推定された時間帯OD交通量に対して，エントロピー
最大化モデルおよび残差平方和最小化モデルを用いて，
現時点(H22)における時間帯OD交通量を推定する． 

(3)また，観測された交差点分岐率から，GA吸収マルコ
フ連鎖によるOD推計手法を用いて時間帯OD交通量を
推定する． 

(4)以上により，推定された5つの時間帯OD交通量と観測
された時間帯OD交通量を用いて，交通ミクロシミュ
レーションを実施する． 

(5)観測されたリンク交通量，平均旅行速度，交差点部
における滞留長の視点で，シミュレーション結果を観
測値と比較し，OD推計手法の検証を行う． 
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It is necessary to understand the traffic demand of each time zone (OD traffic volume) in the urban area 
to make the congestion easing and to manage the transportation demand. The numberplate investigation 
etc. are needed to understand the traffic demand that changes hourly accurately, and significant cost and 
the labor are required. However, the result of the investigation is specific data against the cost and the la-
bor and no one to have universality. Therefore, a lot of estimate methods of the time zone OD traffic vo-
lume have been researched so far. 

In this study, the time zone OD traffic volume is presumed by an existing OD traffic volume estimate 
method, and the traffic situation and the estimate result at the current state are compared from the aspect 
of the link traffic, the travel time, and the congestion length by using the traffic micro simulation used for 
various examinations recently, and the estimating methods of the time zone OD traffic volume are veri-
fied. 


